
横浜天声キリスト教会　　週報　第 12 巻 50 号（No.410）　　2017 年 12 月 10 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　ヨハネ 1:9-12 ････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　１０３番

*交読文　････････････････ 　５６番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１０７番

礼拝のための祈り　･･･････ １部：渡辺和歌子 働き人　　２部：小林美之 働き人

賛美　･･････････････････ 　１０４番

メッセージ　･･････････････ 主よ、来てください(イザヤ 8:17-9:7)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ 　１１５番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　わたしイエスは、使をつかわして、諸教会のために、これらのことを＿＿にあか

しした。わたしは、ダビデの若枝また子孫であり、輝く明けの明星である」。御霊も

花嫁も共に言った、「きたりませ」。また、聞く＿＿も「きたりませ」と言いなさい。か

わいている＿＿はここに来るがよい。いのちの水がほしい＿＿は、価なしにそれ

を受けるがよい。

　この書の預言の言葉を聞くすべての人々に対して、わたしは警告する。もしこ

れに書き加える者があれば、神はその人に、この書に書かれている災害を加え

られる。また、もしこの預言の書の言葉をとり除く者があれば、神はその人の受く

べき分を、この書に書かれているいのちの木と聖なる都から、とり除かれる。

これらのことをあかしするかたが仰せになる、「しかり、わたしはすぐに来る」。アァ

メン、主イエスよ、きたりませ。主イエスの恵みが、一同の者と共にあるように。

（黙示録 22:16-21）

メッセージ概要

　アドベントの元々の意味は、主の「ご到来（ラテン語：アドベントゥス）」を待ち望む事である。『主はいま、

ヤコブの家に、み顔をかくしておられるとはいえ、わたしはその主を待ち、主を望みまつる。』(イザヤ 8:17)

この世はなぜ、闇に満ちていて、あたかも主が御顔を隠しておられるような状態なのか。

　主は元々、人を愛し、救いたくて仕方ないのだけれど、人の悔い改めない心が「隔ての壁」となり、神様

に救えなくしているのだ。19節に、人々が死人に伺いを立てている有様が記されているが、神を度外視し

たこの世の知恵は、全て、死にゆく人々の知恵であり「死人伺い」と変わりが無い。主こそ唯一救って下さ

るお方なのに、その主に呼び求めない所に、救いが無い状態からいつまでも脱却できない原因がある。だ

から続く２０節で、「ただ教えとあかしとに求めよ。」と促しているのだ。「教え（トラー）」は御言葉である。

　御言葉は、書かれてあるだけでは単なる文字列に過ぎないが、それを信仰をもって私達の内に入れる時、

それは命となり、力となり、神が実際的にこの世で働くきっかけとなり、そうして私達が、主が働かれる中で

生きている時、それを見る人々にとっては、主が生きておられるという「あかし」になる。

　この「教えとあかし」に尋ねないなら、「夜明けがな」く、闇から抜け出せない。その闇は、どれほどの闇で

あったのか、２１節以降にある。すなわち、飢えて放浪し、飢えて怒りに身を委ね、上を仰いでは王と神を

呪い、苦難と闇、苦悩の暗闇、暗黒、追放された者しか見えない。それでも希望を掴もうとしてもがき、でも、

掴んだと思っては、それは希望ではなかったと知って悲しむ。あのサマリヤの女のように、異性や結婚、あ

るいはお金や地位など、世のものに潤いを求めるが、それを飲めば飲むほど、渇いて行く。（ヨハネ４章）

　『しかし、苦しみにあった地にも、やみがなくなる。さきにはゼブルンの地、ナフタリの地にはずかしめを

与えられたが、後には海に至る道、ヨルダンの向こうの地、異邦人のガリラヤに光栄を与えられる。』(9:1)

人には絶望しか無くても、主には「希望の”しかし”」がある。ゼブルンの地とナフタリの地は、イザヤの時代、

アッシリアに占領され、「はずかしめ」を受けた。アッシリアは栄えたが、衰退し、その後にはバビロン帝国が

支配した。その後もなお、辱められっぱなしであった。バビロンが栄え、衰退し、後にはメディア・ペルシャ

が興ったが、その時もそうだった。その後、ギリシア帝国が起きた時も、ずっとそうだった。相変わらず悔い

改めず、主に立ち返らず、「死人伺い」と変わらないものに求めていたからだ。

　しかしローマ帝国の時代になり、皇帝アウグストゥスが住民登録せよという勅令を出した時、「異邦人のガ

リラヤ」から、ある貧しい夫婦が、ダビデの町ベツレヘムへと上って来た。彼らがベツレヘムで男の子を産ん

だその時、長年かなえられていなかった、その慰めの預言が、ようやく成就した。

『ひとりのみどりごがわれわれのために生れた、ひとりの男の子がわれわれに与えられた。』(9:6)

　かのサマリヤの女は、かつて５人の夫があったが、今一緒にいる男は夫ではない、とイエス様に指摘され

た。同様に、この地も、かつて５つの帝国に辱められ、支配を受けてきたが、真の王は、なかった。しかし

ローマ帝国の時代、イエス様がひとりのみどりごとしてお生まれになった時、イスラエルは真の王を得たの

だ。この「ゼブルンの地、ナフタリの地」は、イエス様が宣教を開始された地である。当時のイスラエルはイ

エス様を迫害し、排除した。しかし、彼を主とし、王として受け入れる人には、素晴らしい特権が与えられる。

　『主権はその肩にあり、その名は「不思議な助言者、力ある神、永遠の父、平和の君」と呼ばれる。その

主権は増し加わり、その平和は限りなく、ダビデの王座に着いて、その王国を治め、さばきと正義によって

これを堅く立て、これをささえる。今より、とこしえまで。万軍の主の熱心がこれを成し遂げる。』(6-7節)

　イエス様こそ、人となって来られた「御言葉」なるお方であり（ヨハネ１章）、それも、人が抱っこできる赤

ちゃんとして来られた。赤ちゃんは小さくて、壊れやすくて、大切に扱わなくてはならない。しかし、このイエ

ス様を胸の中に抱いて迎え入れ、内に宿らせるなら、私達の中に光が宿る。このイエス様に聞くなら、イエ

ス様は私達の内でどんどん大きくなり、ダビデの王座につき、平和の花咲く永遠の国を建てて下さる。

　苦しみのあった所に闇がなくなり、辱められていた者は慰めを受け、やがては永遠の国において、流して

来た涙は拭われ、慰められ、死もなく、悲しみもそしりも無い、永遠の天国へ、イエス様は導いて下さる。

このアドベントの時、御言葉とあかしを束ね、闇に沈んでいる人々に、イエス様を届ける者でありたい。

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

日曜礼拝

1 部礼拝　　　10:30 賛美　11:00 礼拝

食事/フェローシップ／賛美 　12:30～
2 部礼拝 　　　　　　　　　　　　　　 14:00

金曜徹夜祈祷会                    21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1 部                                   　13:00～
　2 部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 12 巻 50 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2017 年 12 月 10 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211

Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

